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論文題目

教員志望の大学生におけるアーギュメントを理科授業に導入することに対する

信念に影響する要因の検討

論文要旨
本研究では，教員志望の大学生のアーギュメントを理科授業に導入することに対する信念の
変容理由に関する検討を通して，アーギュメントを理科授業に導入することに対する信念を強
化したり弱化したりする要因を特定し，教員養成段階におけるアーギュメ：：、卜教師教育に生か
す知見を見出すことを目的とする。ア....::..ギュメントとは，主張 (clai111)，プータ (data)，論
拠 (warrant)，反論 (rebuttal) といった言語の構成要素からなる，論証を導くための言葉の一
連の形式 (Toulmin,1958)を指す。また，教育に関して「信念」とは，一般に学校教育，指導，
学習学習者など，教育に関する教師の態度 (Pajares,1992:316) と定義づけされており，教寓
での教師の行動を決定づけるため，教師の専門的な準備や教育実践のために理解されることか
推奨されている。本研究では，このPajaresq992) に依拠して鏃論する。なお，本研究におけ
る信念とは，アーギュメントを理科授業に導入することに対する信念であり， Katsh-Singer,
McNeill, and Loper (2016)が， Pajares(1992)の研究を援用しながら定めた7つの信念を指す。
7つの信念とは，信念①「クラスでのアーギュメントの役割」，信念②「クラスのディスカッシ
ョン」，信念③「教師の自己効力感」，信念④「他の教育目標を達成するためのアーギュメン
卜ゞの使用」，信念⑤「学習者の能力」，信念⑥「スタンダードとの関連付け」，信念⑦「アー
キュメントを進めるための環境」である。
McNeillらは，アーギュメントに対する教師自身の信念に焦点を当てた研究が少ないことを問
題視している (McNeill,Katsh-Singer,Gonzalez-Howard,＆L闘er,2016)。国内のアーギュメン
研究でも，近年， McNeillらの7つの信念に基づき，信念研 が現職教師に対して展開されてい
る（例えば， Ya~amoto & Kamiyama, 2017)。それらの研究では，教師はどの信念を強く保持
しているのかが明らかになっている。しかし， McNeillらの研究や国内のアーギュメントに関す
る信念研究では，信念に影響を与える要因について詳細に検討されていない。アーギュメント
指導の充実を図るために教師の信念に関する知見をさらに集め，より適切な教育上の選択を教
師が行えるように支援するためには， 7つの信念に影響を与える要囚を，詳細に検討する必要が
ある。
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続いて，第3章では，第2章で明らかになった信念に影響を与える要因を実証するために，国

内の現職教師l名を対象に質的に深い調査を行った。第4章では，第2章，第3章の成果を生かし
て，将来教職に就くことを志望する大学生を対象に，信念に影響を与える要因を調査した。第5
章では，第4章の研究で見出された影響要因の内実を検討するために模擬授業を実施した大学生
を対象に信念③「教師の自己効力感」に関する詳細な調査を行った。以下，各章の研究につい
て概要を説明する。
第3章では， Katsh-Siiigeret al. (2016) の7つの信念に基づき，ア~-ギュメント構成能力を育成
するうえでの現職教師の信念の具体を質的に分析し，教師の信念に影響を与える要因を第2章と
比較して実証的に明らかにすることを目的とした。現職教師1名には，アーギュメントを理科授
業に導入するための教師教育プログラムを受講させ，受講前後に7つの信念をどの程度保持する
のかを調査した。受講前後では保持の程度に変容があり，その理由を，半構造化インタビュー
調査，質問紙調査， ミーティング時の発話記録の主題分析（オープンコーディング）を行い，
信念に影響を与える要因を詳細に検討した。結果， McNeillらの研究では明らかにならなかった，
l)プログラムによって実感した論証の構成要素に着目した論理的であるというアーギュメン
トの特質が影響要因として見出された。また， McNeillらの研究と同様に， 2)プログラムの中で
考察した，論証の構成要素に着目した説明活動をするための学習者の能力や意欲の状態， 3)プ
ログラム中の実際に授業を構想・実施するという活動が影響要因として見出されたが，本章で
は， 2) は信念②⑤を強化すること， 3) は信念③⑦を強化することが明らかになった。特に，
第2章では信念①を弱化する要因しか見出せなかったが，本章では，信念①を強化する要因が見
出された。
第4章では，本研究の対象である教員志望の大学生を対象に検討を行った。検討は，第2章，
第3章の研究で明らかになった現職教師の信念への影響要因と比較しながら行った。対象は，国
内の教員志望の大学生約60名であった。大学生には，第3章で開発した教師教育プログラムの成
果を生かし，大学生向けに改良された学習プログラムを受講させ，受講前後に7つの信念をどの
程度保持するのを調査した。対象者は，質問紙調査に信念を強化する，あるいは，信念を強化
できない理由を記した。その理由を主題分析（オープンコーディング）することで，信念に影
響を与えた要因を検討した。その結果，第3章の研究と同様に， 1)アーギュメントが科学的な
論理構造をもつことへの自覚が影響要因として見出され，本章では，信念①・②・③・④・⑥
を強化し，信念⑦を弱化する-とが明らかになった。また，第2章，第3章と同様に， 2)アーギ
ュメントに取り組む際の学習蕃の能力や経験，意欲の状態， 3)実際に授業を構想するという経
験が影響要因として見出され，本章では， 2)は，信念⑤を強化し，信念⑦を弱化すること， 3)
は，信念③を強化することが明らかになった。この章で，これまでの章では明らかにならなか
った，、信念⑦を弱化する要因が明らかになった。
第5章では，第4章で見出した影響要因について，さらに影響要因の内実を明らかにするため
の研究を行った。，具体的には，第4章で，信念への影響要因として見出された「実際に授業を構
想するという経験」について，授業で何が構想できるようになることが信念に，特に，信念③
「教師の自己効力感」に影響を与えたのか，対象大学生が抱く信念の変容要因の詳細分析を行
う研究であった。信念への影響要因は，それぞれの信念に対して様々に内実が存在すると推察
されるが，本章では，その具体を探るための検討を事例的に行った。第4章では，上記影響要因
である「実際に授業を構想するという経験」は，特に，教員志望の大学生の信念③「教師の自
己効力感」を強化する要因であることが明示されたため，第5章では，信念③「教師の自己効力
感」を強化する要因のうち， 「実際に授業を構想するという経験」の内実について詳細な分析
を行った。対象は，模擬授業を教師役で行った8名の学生であった。詳細分析のために，対象学
生に対しては，質問紙調査のみではなく， McNeill.らの研究同様，フォローアップのインタビュ
ー調査を行った。半構造化インタビューによって対象者の信念を変容させた理由を調査し，そ
の回答を主題分析（オープンコーディング）の手法で分類した。調査の結果，学習プログラム
で模擬授業を実施することが要因になって，対象大学生の信念③「教師の自己効力感」が向上
すること，また，本章では，山本ら (2013) が整理したアーギュメント教授方略のっち， 「ア
ーギュメント構造の説明」 「アーギュメントの例示と批評」 「アーギュメント構造の掲示物の
作成」 「日常事例との関連付け」 「他教科との関連付け」に関する指導がうまくできるかどう
かが信念③に影響を与えることが明らかになった。 ． 
最後の第6章では，論文全体をまとめる。前半では第2章～第5章の分析結果を総合的に考察
し，教員志望の大学生にけるアーギュメント指導に影響を与える要因を結論づけた。続いて，
後半では，特定された3つの要因について，どの信念にどのように影響するのかを述べ，その一
連の考察をもとに，教員養成段階における教師教育研究に生かすことができる知見をまとめ，
今後の研究に求められる課題について論じる。

（注） 3,000"'-'6, 000字 (1,000"'-'2,000語）でまとめること。
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論文審査の結果の要旨
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要 旨

本論文は、理科教育学における教師教育研究の分野、特に教員養成段階におけ

る大学生のアーギュメント指導を重視した授業構成に対する信念に影響を与える

要因の解明を試みている。従来、この関連分野では、アーギュメント指導に対す

る信念の内実については解明されてきているが、その信念に影響を与える要因に

関する研究は、特に国内ではほとんど見られない。その理由の一つには、理科の

授業においてアーギュメント自体が注目されてこなかったことが大きい。しかし

ながら、昨今、我が国においても、アーギュメントを重視した授業が求められて

おり状況が変化してきている。さらに、もともと、こうした信念や信念に影響を

与える要因については、当該教師の文化的社会的なコンテキストに依存すること

が知られており、海外の研究事例だけでなく、国内における研究事例の蓄積が急

務とみなされている。そこで本論文は、まず、熟練教師におけるアーギュメント

授業構成の実際と信念の関係を質的に識論し、次に、そこで得られた知見を教員

養成段階の大学生への指導、特に模擬授業に応用し、それらの比較を通して、ア

ーギュメント指導に特化した授業構成における教師の信念に関わる諸課題に応え

ようとしたものである。

本論文は、全6章から構成されている。まず、第 1章では、序論として、理科教

育学におけるアーギュメント指導の意義と必要性、教師教育研究の課題、アーギ

ュメントを重視した授業構成に対する信念についての諸課題が国内外の先行研究

に基づいて議論、整理され、その上で、本研究の目的と方法が明確に述べられて

いる。第2章では、本研究の直接のベースとなる McNei11らの諸研究がレビューさ

れるなかで、教師のアーギュメントを重視した授業構成に対する信念の類型化が

示されるともに、関連研究における末着手の問題が抽出され、本研究の新規性、

独創性が述べられている。

第 3章からが実証的な研究の部分であり、まず、熟練教師を対象とした事例研究

が取り組まれている。教職歴12年の理科専科である小学校教師1名を対象としたア
クションリサーチ型の質的研究から、アーギュメントを重視した授業に対する熟

練教師の信念に影響を与える要因を明らかにしているウ例えば、半構造化インタ

ビューの結果からは、アーギュメントの構成要素とその論理性への着目が信念を

強化する方向に影響することが明らかにされている。第4章では、前章の熟練教師

に対して、教員志望の大学生60名を対象に、質問紙法を用いた同様な検討が実施

されている。結果としては、ほぼ同様な傾向が見られたが、教員志望大学生に特

徴的な結果として、自己効力感への検討が必要であることが明らかにされている。

第 5章では、熟練教師と大学生との比較に見出された差分の内実に迫るために、模

擬授業経験者の犬学生8名に面接調査を試み、大学生の信念がどのような要因によ

って強化されるのかを詳細な面接記録に基づいて立体的に明らかにしている。

最後に第6章では、論文全体のまとめとともに、総合考察として、熟練教師と教

員志望の大学生との比較に基づく詳細な議論が行われた上で、教員志望の大学生

におけるアーギュメント指導の信念に影響を与える 3つの要因を解明できたと結

論づけられている。さらに、今後の教員養成段階における理科の教師教育研究へ

の示唆と課題についても論じられている'，

本論文の内容は、理科教育学研究の中において、特にその教師薮育研究に対し

て新規な知見を提供し、独創性を有しており、併せて、アーギュメントを重視し

た授業構成に対する信念に影響を与える要因を特定したという意味で学術的価値

が高いといえる。結論も、 3つの実証的研究からの知見に裏付けられており、それ

らが先行研究の知見と議論されながら論理的に述べられていると評価できる。

なお、学位申請者の神山真一氏は、本論文の基礎となる学術論文として、次に

挙げる単著および共著（いずれもファーストオーサー） 3編の査読付き学会誌論文

を発表していることも学術研究としての新規性と独創性を有していることの証左

である。
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